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ⅠⅠ	
 	
 ダダムムササイイトト及及びび地地すすべべりりのの危危険険性性 

 

第第１１章章	
 	
 受受益益者者負負担担金金支支出出をを違違法法ととすするる判判断断のの枠枠組組みみ 

 

第第１１	
 	
 主主位位的的主主張張――河河川川法法上上のの施施設設ととししててダダムムのの要要件件をを欠欠きき，，河河川川法法違違反反 

１１	
 	
 河河川川法法にに基基づづくく河河川川管管理理施施設設ととししててのの性性状状とと機機能能のの具具備備をを要要すするる 
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第第２２	
 	
 予予備備的的主主張張――一一日日校校長長事事件件基基準準（（ダダムム建建設設計計画画のの著著ししいい瑕瑕疵疵）） 

 

１１	
 	
 一一日日校校長長事事件件にによよるる判判断断基基準準のの採採用用 
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第第２２章章	
 	
 原原判判決決批批判判 

 

１１	
 	
 ダダムムササイイトトのの危危険険性性にに関関すするる原原判判決決のの判判断断枠枠組組みみのの誤誤りり 
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２２	
 	
 地地すすべべりりのの危危険険性性にに関関すするる原原判判決決のの判判断断枠枠組組みみのの誤誤りり 
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第第３３章章	
 	
 危危険険性性実実質質論論 

 

第第１１	
 	
 ダダムムササイイトトのの危危険険性性－－八八ッッ場場ダダムムににはは，，ダダムムササイイトト地地盤盤にに危危険険ががあありり，，

ここののままままのの建建造造はは許許さされれなないい－－ 

 

１１	
 	
 ははじじめめにに 
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２２	
 	
 国国土土交交通通省省のの検検討討・・対対応応状状況況ににつついいてて 

 



13 
 

 

 

 

 

 

 



14 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



15 
 

 

 

３３	
 	
 基基礎礎岩岩盤盤のの脆脆弱弱性性ににつついいてて 

 

B

 

 

 

B

CM B

 

H14

CH

B

 



16 
 

 

 

 

 

 

 

 

H14 4-1-3

B

1m 1 2



17 
 

D  

B

B

B

3 3

BL-7 BR-12

D

60-B

1m 3

(BR-12 54 55m 60-B 60 61m 62 63m)

(BL-7 70 71m 72 73m 73 74m 74 75m BR-12

52 53m 54 55m 60-B 60 61m 62 63m 64 65m)

60-B 60-B

BL-7 70 71m BR-12 50 51m 60-B 60 61m

 

B

B

B

 

B

 

 



18 
 

( D )  

D

B 2

 

B

CM CL

 

B

 

 

B

 

 



19 
 

 

 

H14

 

 

 

 

H17

2

( D

)

13 16.45 16.5m 2

12

2 ( D

) H14

2  

H17

( D )  



20 
 

2

 

 

1 2 (

40m 80m )

H17

H14  

17

 

( )



21 
 

0 ( ) 440

 

 

 

 

 

 

４４	
 	
 基基礎礎岩岩盤盤のの高高透透水水性性ににつついいてて 
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５５	
 	
 熱熱水水変変質質帯帯ににつついいてて 
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６６	
 	
 断断層層のの存存在在 
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７７	
 	
 小小括括 
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第第２２	
 	
 地地すすべべりりのの危危険険性性ににつついいてて－－八八ッッ場場ダダムムににはは，，貯貯水水池池地地すすべべりりのの危危険険

ががあありり，，ここののままままのの建建造造はは許許さされれなないい－－ 

 

１１	
 	
 ははじじめめにに 

２２	
 	
 原原審審ににおおけけるる原原告告・・控控訴訴人人のの主主張張	
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３３	
 	
 地地すすべべりり危危険険箇箇所所ににつついいててのの原原判判決決のの判判断断 
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４４	
 	
 国国土土交交通通省省がが示示ししたた新新たたなな地地すすべべりり対対策策 
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地区名 対策工法　(案) 従来の計画の対策工法

二社平（川原畑） 排土工、押さえ盛土工 押さえ盛土工、捨石工

勝沼（林） 排土工、押さえ盛土工 押さえ盛土工、捨石工

小倉（横壁） 排土工、押さえ盛土工、鋼管杭工 H21迄に実施済

白岩沢（横壁） 排土工、押さえ盛土工 なし

久森沢（林） 押さえ盛土工 なし

久々戸（長野原） 押さえ盛土工 なし

川原畑① 押さえ盛土工 なし

川原畑② 押さえ盛土工 なし

川原湯 押さえ盛土工 なし

横壁 押さえ盛土工 なし

林 押さえ盛土工 なし

川原湯① 杭工 なし

川原湯② 杭工 なし

川原湯③ 杭工 なし

川原湯④ 杭工 なし

長野原 アンカー工 なし

未固結堆積物

代替地安全対策

種別

⼋八ッ場ダム事業検証による新たな地すべり対策と従来の計画

地すべり等対
策

地すべり地形
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５５	
 	
 国国土土交交通通省省がが示示ししたた新新たたなな地地すすべべりり対対策策のの内内容容とと問問題題点点 
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 小小括括
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ⅡⅡ	
 	
 環環境境法法規規違違反反にによよるる建建設設負負担担金金支支出出のの違違法法性性 

 

第第１１章章	
 	
 環環境境法法規規違違反反にによよっってて建建設設負負担担金金のの支支出出をを違違法法ととすするる判判断断のの枠枠組組みみ 

 

第第１１	
 	
 利利水水負負担担金金ににつついいてて 

 

 

 



56 
 

 

 

 

第第２２	
 	
 治治水水負負担担金金ににつついいてて 
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第第３３	
 	
 環環境境影影響響評評価価義義務務ととそそのの違違反反のの効効果果 

１１	
 	
 行行政政法法上上のの条条理理上上のの環環境境影影響響評評価価義義務務 
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Mitigation
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２２	
 	
 生生物物多多様様性性条条約約にに基基づづくく環環境境影影響響評評価価義義務務 
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３３	
 	
 環環境境影影響響評評価価義義務務違違反反のの効効果果 
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第第２２章章	
 	
 環環境境影影響響評評価価義義務務ににつついいててのの原原判判決決のの誤誤りり 

 

第第１１	
 	
 原原判判決決ににおおけけるる控控訴訴人人ららのの主主張張 

１１	
 	
 ははじじめめにに 

 

 

２２	
 	
 控控訴訴人人ららのの主主張張 
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Mitigation
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表	
 ８５年アセス書のページ配分	
 

章	
 内容	
 ページ数	
 ％	
 

第１章	
 事業の目的及び概要	
 １５	
 ２０．０	
 

第２章	
 地域の概要	
 １９	
 ２５．３	
 

第３章	
 環境の現状	
 ３０	
 ４０．０	
 

第４章	
 環境の予測と評価	
 ９	
 １２．０	
 

第５章	
 環境保全対策	
 ２	
 ２．７	
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第第２２	
 	
 原原判判決決がが誤誤りりででああるるここととににつついいてて 

１１	
 	
 原原判判決決のの判判断断 

２２	
 	
 原原判判決決のの誤誤りり 
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75 
 

３３	
 	
 結結論論 

第第３３章章	
 	
 控控訴訴審審ででななさされれるるべべきき判判断断 

第第１１	
 	
 ８８５５年年アアセセスス書書でで検検討討対対象象ととさされれてていいなないい環環境境問問題題 

１１	
 	
 ははじじめめにに 

 

 
２２	
 	
 ダダムム湖湖のの水水質質のの問問題題 
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２２	
 	
 生生活活環環境境にに与与ええるる影影響響 
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第第２２	
 	
 八八ッッ場場ダダムム予予定定地地のの遺遺跡跡にに関関すするる問問題題 

１１	
 	
 価価値値ああるる遺遺跡跡をを保保護護すするる国国際際法法上上のの義義務務 
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２２	
 	
 八八ッッ場場ダダムム予予定定地地のの遺遺跡跡 
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３３	
 	
 進進ままなないい調調査査 
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1998 
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４４	
 	
 本本件件遺遺跡跡群群にに係係るる義義務務違違反反 

 

 

 

第第３３	
 	
 結結論論 

 

 


